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金光寺寺報

第 ２ ５ ２ 号
発行所 金光寺
宮崎県西臼杵郡
五ヶ瀬町大字鞍岡
５９２７番地
☎ ０９８２
８３－２３３８

大峯顯先生は著書『本願海流』（本願寺出
お おみねあきら

版社）のなかで、「とにかく、身体は私のも

のではないというのが仏教の精神です。身体

だけでなく、心も私のものではありません。

この心も身も全部、如来からのいただきもの

で、如来のものです。だから、この命は私の

中で動いているけれども、私の所有物ではな

いんです。たまわった命です」と書いておら

れます。

私が存在しているから私の心身も存在して

いるのではなく、それらこころも身体も、如

来のはたらきのなかでたまわり存在するいの

ちだといえるのです。

俳人でもあった大峯先生には、次のような

句があります。「虫の夜の星空に浮く地球か

な」。仏教の世界観では、私たちが住む地球

すらも宇宙全体のなかに存在していると考え

ることができます。大峯先生は、この句を通

してちっぽけな自分の存在をかみしめられた

のではないでしょうか。

もう一句、大峯先生の俳句をご紹介します。

「人は死に竹は皮脱ぐまひるかな」。いのち

終わっていく人のすがたとこれから成長して

いく若竹のすがたを通して、生も死も大きな

宇宙のなかでの出来事だということが詠まれ
よ

ています。この死と生を同列に読まれた句に

よって、本願のなかに生きるいのちという揺

るぎのない世界観が伝わってきます。

縁起の法で説かれたこの世界に生きる私の
えん ぎ

身体は、阿弥陀さまからのいただきもの。阿

弥陀さまのはたらきのなかで生きている私の

人生は、生死を超えた「いのち」をいただい
しょう じ

た人生でもあったのです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 株分けしたら花芽が六つつきました （７月６日撮影・境内地）

三
週
間
ほ
ど
の
梅
雨
で
し
た
。

こ
ん
な
に
短
い
梅
雨
は
記
憶
に
あ

り
ま
せ
ん
。
観
測
史
上
最
短
と
テ

レ
ビ
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

い
え
ば
、
六
月
に
最
高
気
温
が
三

十
三
度
を
超
え
た
の
も
観
測
史
上

初
め
て
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
異

常
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で
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ょ
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か
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常
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え
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と
て
も
増
え
て
い
る
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。
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体
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近
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」
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言

わ
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く
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あ
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れ
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葉
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と
い
う
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も
、
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た
人
に
は
失
礼
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
太
っ
た
人
が
タ
オ
ル
を
も
っ

て
汗
を
拭
い
て
い
る
様
子
が
目
に

浮
か
ぶ
か
ら
で
す
。
と
す
れ
ば
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的

の
縄
跳
び
は
坐
骨
神
経
痛
の
た
め

現
在
お
休
み
中
。
や
は
り
、
間
食

を
や
め
る
し
か
な
い
で
す
ね
。
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井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ７ 月
２０日 終日

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

７月７日現在アクセス数 132,983人

一

日

還
暦
該
当
者

同
級
生
物
故
者
追
悼
法
要

藤
川
家
墓
仕
舞
い
（
納
骨
堂
）

二

日

矢
野
タ
エ
子
様

五
・
七
日
忌

藤
本
誠
二
様

七
回
忌

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
忌

広
島
市
真
宗
学
寮
設
立
百
周
年

記
念
法
座
「
往
生
要
集
」

武
田
宏
道
和
上

四

日

山
本
ミ
チ
子
様

満
中
陰

納
骨
法
要

藤
田
マ
チ
子
様

三
回
忌

納
骨
法
要

五

日

田
崎

纒
様

三
十
三
回
忌

八

日

橋
本
政
子
様

二
・
七
日
忌

九

日

矢
野
タ
エ
子
様

六
・
七
日
忌

十
二
日

長
澤
キ
ク
エ
様

七
回
忌

十
三
日

髙
橋
キ
ミ
子
様

三
回
忌

十
五
日

橋
本
政
子
様

三
・
七
日
忌

十
六
日

宗
祖
親
鸞
聖
人

御
命
日

波
帰
寺
報
配
布

矢
野
タ
エ
子
様

満
中
陰

納
骨
法
要

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
忌

矢
野
義
明
様

十
七
回
忌

二
十
日

公
聴
会
（
宮
崎
市
）

二
十
二
日

橋
本
政
子
様

四
・
七
日
忌

森
岡
正
記
様

十
七
回
忌

二
十
三
日

大
石
信
春
様

十
三
回
忌

甲
斐
加
代
様

三
回
忌

甲
斐
ヨ
シ
様

十
三
回
忌

二
十
四
日

宮
崎
別
院
責
任
役
員
・
総
代
会

第
二
回
組
長
会
（
宮
崎
市
）

二
十
六
日

甲
斐

智
様

二
十
五
回
忌

甲
斐
ヒ
サ
子
様

七
回
忌

甲
斐
安
子
様

十
三
回
忌

二
十
八
日

高
千
穂
組
第
二
回
住
職
会

（
三
田
井
浄
光
寺
）

二
十
九
日

橋
本
政
子
様

五
・
七
日
忌

三
十
日

熊
本
教
務
所

（
得
度
講
習
会
等
書
類
提
出
）

金
光
寺
の
ひ
と
月

６ 月 の 天 候
最 低 気 温・ １０．６℃（ ２日）
最 高 気 温・ ３３．５℃（３０日）
夏 日 日 数 １０日/３０日
真夏日日数・ ５日/３０日
猛 暑 日 数・ ０日/３０日
月間総雨量・ 286.0mm(降雨日数・15日)
一日最大雨量・ ６３．５mm（２１日）

初盆会について

本年、初盆をお迎えになられる
ご家庭で、お斉を準備し時間を決
めてお座をされる際は早めにご連
絡をください。ご連絡いただいた
順番に時間を決めております。


